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(出典)ABS(2008)にもとづき著者作成｡
図3 合計特殊出生率の推移












































































































































































































































































































































年 15-19歳 20-24歳 25-29歳 30-34歳 35-39歳 40-44歳
1933年 3.2 4.4 4.6 4.8 5.1 5.6
1947年 11,4 11.6 8.3 7.6 8.6 9.1
1954年 17.4 20.1 14.4 13.2 13.4 14.7
1961年 19.9 24.5 17.2 17.4 21.0 21.5
1966年 29.4 37.0 26.0 26.8 31.4 33.7









55.5 44.4 47.1 55.9 57.6







45-49歳 50-54歳 55-59歳 60-64歳
6.0 6.1 5.7 3.7
9.3 7.8 6.6 4.1
14.3 11.7 8.1 4.7
20.3 17.4 12.6 6.5
31.6 26.6 20.0 11.1
36.1 23.2 12.0
53.6 44.3 32.8 17.1
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(注)1988年の出生率にもとづいて推計された,女性が
出産した子供の人数｡
(出典)McDonafd(1990:17)
第3に,非嫡出子の増加である｡1960年までは,
非嫡出子は生まれてくる子供の5%以下であった｡
その後,その割合はだんだんと高くなっていたが,
1970年代後半から急激に高くなっていった｡1970年
に8.3%であった非嫡出子の割合は.1980年に12.4%,
1990年に21.9%となった (図4を参照)｡
非嫡出子に関するオーストラリア統計局の統計で
は,生まれた子供のうちで結婚していない女性に生
まれた子供の割合を示しているだけである｡同棲す
るカップルに生まれた子供の割合や子供の父親と一
緒に住んでいない母親に生まれた子供の割合は,そ
の統計では分からない｡ただし,同棲が1970年代か
ら増加していることから.多くの非嫡出子は同棲し
ているカップルに生まれた子供であろうことが推測
される｡別のデータによれば,2000年に生まれた子
供うちの約16%が同棲するカップルに生まれた子供
であり,ll,60/Oが子供の父親と一緒に住んでいない
母親に生まれた子供であった (deVaus2004:201-
2)｡
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